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《存在月数の計算について》（法３１２④、法３２１の１３③） 

 （１） 均等割均等割均等割均等割のののの存在月数存在月数存在月数存在月数のののの計算計算計算計算はははは、暦に従って計算し、１月に満たないときは1月と 

し、１１１１月月月月にににに満満満満たないたないたないたない端数端数端数端数をををを生生生生じたときはじたときはじたときはじたときは切切切切りりりり捨捨捨捨ててててますますますます。 

① 事業年度（４月１日から３月３１日まで）で那覇市に事務所等を有していた期 

 間を次のように、暦に従って計算します。 

 ・４月１日 ～ ４月２０日 → ２０日存在 → 存在月数は１月になります。 

 ・４月１日 ～ ５月２０日 → １月２０日存在 → 存在月数１月になります。 

・４月１５日 ～ ６月２０日（開始日が月中途の場合） 

４月１５日～６月１４日 ２月 

     ６月１５日～６月２０日 ６日（切り捨て） 

   → 存在月数は２月になります。 

 （２） 法人税割法人税割法人税割法人税割のののの存在月数存在月数存在月数存在月数はははは、暦に従って計算し、1 月に満たない端数を生じたとき

は１月としますが、1111 月月月月にににに満満満満たないたないたないたない端数端数端数端数をををを生生生生じたときはじたときはじたときはじたときは切切切切りりりり上上上上げますげますげますげます。 

（３） 存在月数の計算は、初日算入の特例があり、事務所を開設した初日も算入

します（両端算入）。 

＊更正または決定の場合の納期限は初日不算入ですので注意が必要で 

す。 

    

 


